
ある英名以下では充分7-}裁取を77ほ ないことが云え,

その有効挙兵は42TllTTl脚 の T:(Tの助合,ほほ7cm

であるO

(I) 勘雛潤 子と御約因7-の作JIl時Tu】!:は,若干の

逸れがあり,それを虚求鶴間と呼-ほ.旗印時l;tlは有

親賀長を横辺で銅つf=ものに辞し1.1とln て も良いよ

うに思わtlる｡

(5) は紫の力(:dケソンヤル的な見方をすること

は,力のLY?約因宇のみに限って官えは,これを撲繋周

辺から内粍iにまで通用しiJlる可能性を含んでいろ｡

終りにこの排兜に関して,拓G7物心両面の腰肋を脹
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1 隷 書

虚かなKス圧を脱胸する黒色火難の麟能は綜次用倭

鼓菜として卓わめて仏力的である｡悲 し埠托温度が低

く火炎が小さかつたら小分がない,,そこで先ず考えら

れるのは,和繁を基剤とする愚性煙故実である｡しか

し硝安の勝発分脈では(lMllZi0-21JfOトN.十]_rOB)

迫常の脚 が遊戯される｡これは麟 釣合が正である

という限度を似えているから.メgソ熱 ニ触hてk.接

触 を起す恐がある｡さりとて可肋 のi]邑入により沢
穀Vスや水冴FLE=変えることも.罪黙や溢監上界の[=

d)に面白くないOそこで荊賢と系Ul現アンモ占ウJ.と

の況合物を男色火薬で分併させる堵糸が生LIT=｡

3hltf-h10J+2T'叫IICOr･/'ゝ=+日J-J=0+2CO=

この反応は倉持等温度が低く.〝ス発生頚が多いから有

iRではあるが.蜘 アンモニウ}そのものは350CBl

から分解を起し.又好禁中に月遜 消倣する欠点がある

から耗点訳の描BLIニ乏 し い ｡
又fS蜜 tり脚 の少い並轍 アンt-ウんは低温匿

でたやすく水とS!架とI:分解 し.棟宗を迩擬しないが,

不安昏な拙文であるから,このままでは火難的の突m
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に適し'1-Lい｡そこで間接'ここのものを形班する方珠と

して整鴨 ナt1JウムとtlB化アンそこク.､の汲倉持が

】智目され これが H〉tlroxとして仕に出1このである｡

この況合挽は右fZ的に安定ではないか ら.その貯接に

は乾燥状態に在 らしのろか黙らざれは適当なER荘科の
沃取を必要とする｡

か くして英国ICI会社の名において多血の特許IJt孤

定しているが,拶力域は腿級数禁については評細が不
鯛である.よって 2-3の契駿J'eTrEAモみて規鼓難として

の特性のあらましを挽知することを･11Jた｡

2 ハ イ トE)ックス反応

ノ､イド.7-'クスの原発は次の方礎式に基づく｡

NalyO21-.ヾ7･rlCl-･.TieT211=0+ドlCl

式の左右yJEの常整定庄生成熱 (ketll/mol),-2

亡;(a)rO三つ 〔Zl'H4Cl】 (叫0) ⊂べRCl〕

e65 768 578 98I

とすると.上式の反応l=おける定探反硯 は
(),(_la_TtOe†hlHJC))-2〉､578+984-865-768

+05724x3-52-.kでanl

()トー524汰1CCC/1225,-･128kc'll/kg



78 工 率 火 澄 協 会 tE か 158 那 2虎

5I.:生成罪輸]7の常温からm oKまでの平均分子焦

(kC)hr,ol)杏 (ゝ:) 66i,(HzO) 808,lNaCl]

1407とすると,温度の上昇 Al'-11｡一1Lは次のよ

うに11',L'}E,

JrI-F･'l''-'J'L-524∞ (H07十2x808+L'64)

-524CO3687･■143]

丑初のあBEを rll-2gOeh:とすれば1反応に.Iって頚涼

する丑益温度 (火魚群での媒発温度)は

7.･一rl+8 7●-290+1420-け 100g+14こ氾Oc

-h'･.:(OLJI-690】g)と:<H.CJ(.V-535g)各lTr)Ol

宛の張合嶺かち21l'0+>'亡の合計 3malのqスそ生

じ1こ｡銃で反俗票 Ikgから発生する気体の馳 吠空

における椎田 l′○(i)は

T'4-2232x3xICOQ/(53.5-690)ヽSLu･

1って ｢火張の力｣′E=m .-1bl'07'J273は

/.=5･iOxr710/273-338OI-気LL'(Tb-1先B:)

t=1033231{g/cm:XSL;00CO亡m3x17lOR73

-349701.g-zll

L=fLる｡このJのqL7はJIi色火繁のそれよりも犬である

那,発生式件の大部分が水詰気であり.まT.発や丑が

少い く428L-即]/kg)から威力はほほ難色火難と同項段

と見放引1よう｡

生成系のコポリt'/ムt=は固体 hTLIClの休校を考慮す

ら.その比TFFp2.163と見故し.況食物 1kgからL177g

の ･ThClがg:-JL'る斬罪であるから, その牲硯は SF=

0477/2,163-022IIとなる｡上ってコdZpウJ.下は

･I-l'○nOCO+S-05J;+022-076L

3 安定風 こついて

東軸 デT･991･と4化1yモこウLtとa)混合比辞

を誓え.その発火Iワを濁昏して包 )に示す払黒を付T=｡

これは一見きわめて乱戦を-i･しているが.次の依向を

tP治る｡

章軸 ナトyウ.は 277E'Cで越-ナ32OoCで分僻す

ち,ST二gl化アン･t-.)-は 3390Cで昇華する.従

て肘 の羽合塩を徐々!:沈黙十るときは 277°乃至

3<00で気化する官'Tあるが,'a過と加緊pニよる業火

分屑は上髭の逆圧1りも温かに諦くTJ.'くては打 ち1jl

い｡ITa:<O: XHIClの比を孔l,3つ,I1.2/コと煎

次小にしていくとき.弗欠点は次第!=碍下して t.ウで

はは史料 ニlLr1. 4nlついで lJ4r二,.'rるにつれて再

びFIくなる｡発火特車RJllL;対する発火JRの降下はtJ2,

4/11及び t/ILの比率では急故である｡

これらのiE合物Jを夫 約々 3g苑軸 管にとり,常氾

l=おいて姐化力/JシウJf>/ケーク円に托管すると.

り
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CACOl ′ l′2DF SO/-55/ S†′一一56/
亡】o'<〕 ⊂】O'<コ

.TLIFCOS I l′】SP SSP--1′】OJ- 1′10J-1′15*
亡】αくつ

h.Z)ギ0' ' ⊂15′<⊃ 亡】○くつ 〔10'<⊃

(旺つl･カブつのない時同i=7-rカQでんぷん鎖の
h色l?何.

2,( )内9>ti周に分群の瓦った時間｡
3･升色時間と欠き分摂待向がLHていものは爺色

とR時分M｡

4 〔コFAlのけ問では分群 が止らなかったこと
モ牙汁｡

所謂 Ant)･ユCZtl野の安定対の脈 の苅相はよくbか

らぬか.これら,を約2%含む混合鰍 さ乾棚 では1

カ年以上綿 が可鴨であっ1こ｡

4 実生圧力の測定

V'eHleの江qEE於(Eg2)により庄力の油定を行う｡

ノlli油圧缶の本件であって.一矧 i点火亀 Jiで他端

は漁区臣0で閉ざ壬h,その間に .Sh の垂拙 D
をBtす｡D に苛F.的点火妄定 Yを付lJT二葉包 F,'を

鼠2Vletllcの内圧-控攻める｡泡圧臣0の内方(=中心顎(:泊って自由にt
bくビスIyGがあり,これと外:方l:あるしめねぢJTとの相に動圧額確fL'を空く押えておく｡点火瓦洗剤;=はとりあえず無色火難の点火頓を用い1=｡これLiガスを発生するから加熱廿のl如こ緒駅するわlll=はいかぬ.よって繁用上は面白くない

机 失政の1=めには偶庚である｡ナ
fJわら6やせ気町管℡件のi;L:孔をあけ[=ものに点火投的LSct
Tl(附Htの罪丑06-07ど)をつめ.これにLl火まのつい
た糊 を押入し,石膏で睦をして'1火惣鑑

を造った｡実包は閏主剤と安富対として全土の約 2%に当る峨
化-〆ネyサム}IgO とをこくiR合しT=ものをタイ7

7こ′虫につめI'=ものである｡
主昆合佃eLは.
NlもCJNA

･
TI〇三を大約50501=とつ7=もの,
反応万巻式に従つ

'にもの及
びX-al10=を村々多i'こし(=ものとの3
14と

し̀二｡煎庄
集素読内に環つJだ食塩その鼓の越路を7ナ

ス71=とり.その三三蒸】
習して淵のTytニ丁,王

1=苛性ソーダを加えて透腐して来丘拡h'H..CIのアン
や-TをE卑しT=｡
TL も氾B:は掬蛙A:の庄紐を有力茨でB:I:浜井し.
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その畏LFを12倍LT=ものnzもって及大庄とLT=,
測

圧のE3弟は次の通りである｡

春PE缶SE史rg)斐堺班
_
-_
J-1'
サ
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:(JyOlゝtgOAtkg;cn勺

(.I7u)
(
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36)

lJL3150070.2
21･l･1225).060.3

28603OOI.4004

3573375017705
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25703310120 01
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脚
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m

=

肋

1

1

弼

J
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磁
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紬

肥
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弧]321011′iO15005日id10999007･I
(380)(WO)(20)

12日4018(X)0600225701930017

13171027COO900371..̀0288_
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図3 耶 射耽々は舛扱由

で淡めた契載餌に益,.､て噴射苗をF作 し1_｡その7r速はEg31:給77{十,-J折であるC排 は18-8

･n 1ケル PL'人91を
用い た ｡図 3.二放て,LEは中毒渦 の本姓でここにノ､

イド･,･J2ス況合bfL収める｡JH土は尭火位で

2つの電鍵を仲え.その一方は Jiの井拝から絶搬 ∈11て ･る｡

0は発火用軸 の桟合爺･-t免田する冠である｡発火藍と反対の伺:=は

.金城帯板 J)を止めねぢJ.でしめつけ1=忠生 l一

●を洪将する｡この定段にはその内面四方t=600の班をも

つ攻究孔を辞ってみろ｡1_lJ.証臣の外敵 二は噴射孔よりも扱 い孔を設け
てある机 これは金茶坂かつまつ'

'二とさ企技などをEZzLで押 し出す1=めであるQJlの内陣は 31-117Tl,内FP:は 1mmで醗IUJ庄

2cm 気圧粗度には打は る見込で設計 し1二｡B及びDで閉 ざされ1こ^

の招7Jrl加ま ‡∝ヒeである｡ノ･イド17yJクス出合鰍 よきわ

めて吸湿性が大 きいから,9イフアン (城醜ゴム押ER)の

井筒にこめて用-ることにLT=｡また噴射胤 勺に肋 ､

る雄太はyi･牡比瓜で O尽-05樹皮がig当と見られT_

から.雄 丑 )81g(d=04).207だ(A-0･45)及び2

3OdA-05)の三位で実験することにし7=｡戊火には4

に述へ1=と同様の格色火累の瓜火抜t&

を用 い7こ.この米;i‡棚 を･01豆宇久的の充溢工粟

墓石狩野頓で百つJに｡封件の鵬 にほほ水平E:粥 LL,二自

由両津良の石塀とLl=｡その成項は次のように要約 ∈れT=

｡5mの紺 のうち バ01と1Tio

Liとは迂賢の硬い場所で.:t'02とN'03

はことさらI=放射lL可 分には し,.TIoSが'王.'糾.旬日さ

のところであっ,た.事故は_T(01と_T<02とが 】84g,X-03が 207gで _T<04とh-05と

が


